
  

「シアワセを獲得できる

子どもを育てるために」

2017年7月15日（土）

9：30 開場

10：00～12：00

獨協大学

創立５０周年記念館
西棟 W-312

日にち

時 間

会 場

講師：布柴 靖枝 氏
文教大学人間科学部 臨床心理学科教授

文教大学大学院 臨床心理学専攻長
国連総会第３委員会政府代表顧問

言葉と態度が一致していない関わり方は、子どもを混
乱させてしまいます。子ども自身が持つ「育つ力」を支
えるコツなどをお話しいただきます。

草加市・獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンター

2017年度共催子育て支援講座
無 料

布柴先生プロフィール

京都大学博士課程後期修了
博士（教育学）

第71回、第72回国連総会第
3委員会政府代表顧問

臨床心理士、家族心理士、
社会福祉士、上級教育カウ
ンセラー

●問合せ●
草加市子育て支援センター

電話：048-941-6791

●申し込みは E-mail

kosodate-center@city.soka.saitama.jp

または、 FAX  ：048-941-6828

●6月23日受付終了となります

「シアワセを獲得できる子どもを育てるために」
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委員会政府代表顧問でもある、
が子どもと

子育てにおいて何が⼤切で
トになるような、本質を突いたお話を

家族や未来が多様化していく
⼤切だということで、子ども⾃⾝に⾃分の本当の気持ちを気付かせた上で、問題に直⾯したときに、子ども⾃⾝が
⾃己決定できるようにサポートしていく子育てがベストであることを教えていただきました。

とは、今後の人生を⼤きく左右してくる問題なのだと実感いたしました。
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草加市共催講座を開催いたしました
 

「シアワセを獲得できる子どもを育てるために」

7 月 15 日に
委員会政府代表顧問でもある、
が子どもとどう関わっていけばよいのかというお話をしていただきました。

子育てにおいて何が⼤切で
トになるような、本質を突いたお話を

家族や未来が多様化していく
⼤切だということで、子ども⾃⾝に⾃分の本当の気持ちを気付かせた上で、問題に直⾯したときに、子ども⾃⾝が
⾃己決定できるようにサポートしていく子育てがベストであることを教えていただきました。

シアワセとは何か？という事は、私たちにとっても難しい問題だと思いますが、幼少期に⾃己肯定
とは、今後の人生を⼤きく左右してくる問題なのだと実感いたしました。

※「2017 年 8

草加市共催講座を開催いたしました
「シアワセを獲得できる子どもを育てるために」

日に⽂教⼤学臨床⼼理学科教授、⽂教⼤学⼤学院臨床⼼理学専攻⻑であり、国連総会第３
委員会政府代表顧問でもある、

どう関わっていけばよいのかというお話をしていただきました。
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トになるような、本質を突いたお話を
家族や未来が多様化していく

⼤切だということで、子ども⾃⾝に⾃分の本当の気持ちを気付かせた上で、問題に直⾯したときに、子ども⾃⾝が
⾃己決定できるようにサポートしていく子育てがベストであることを教えていただきました。

シアワセとは何か？という事は、私たちにとっても難しい問題だと思いますが、幼少期に⾃己肯定
とは、今後の人生を⼤きく左右してくる問題なのだと実感いたしました。

8 月号おやこ⼤学だより」

草加市共催講座を開催いたしました
「シアワセを獲得できる子どもを育てるために」

⽂教⼤学臨床⼼理学科教授、⽂教⼤学⼤学院臨床⼼理学専攻⻑であり、国連総会第３
委員会政府代表顧問でもある、布柴

どう関わっていけばよいのかというお話をしていただきました。
子育てにおいて何が⼤切で、何を重要視すべきかという事を考えさせられる講話であり、生きていくなか

トになるような、本質を突いたお話をたくさんしていただきました。
家族や未来が多様化していく中で、⼀番⼤切なのは、⾃分で⾃分の人生を選び取れる人になるということが

⼤切だということで、子ども⾃⾝に⾃分の本当の気持ちを気付かせた上で、問題に直⾯したときに、子ども⾃⾝が
⾃己決定できるようにサポートしていく子育てがベストであることを教えていただきました。

シアワセとは何か？という事は、私たちにとっても難しい問題だと思いますが、幼少期に⾃己肯定
とは、今後の人生を⼤きく左右してくる問題なのだと実感いたしました。

月号おやこ⼤学だより」 より抜粋
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⽂教⼤学臨床⼼理学科教授、⽂教⼤学⼤学院臨床⼼理学専攻⻑であり、国連総会第３
布柴靖枝先生をお招き

どう関わっていけばよいのかというお話をしていただきました。
を重要視すべきかという事を考えさせられる講話であり、生きていくなか
たくさんしていただきました。

中で、⼀番⼤切なのは、⾃分で⾃分の人生を選び取れる人になるということが
⼤切だということで、子ども⾃⾝に⾃分の本当の気持ちを気付かせた上で、問題に直⾯したときに、子ども⾃⾝が
⾃己決定できるようにサポートしていく子育てがベストであることを教えていただきました。

シアワセとは何か？という事は、私たちにとっても難しい問題だと思いますが、幼少期に⾃己肯定
とは、今後の人生を⼤きく左右してくる問題なのだと実感いたしました。
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靖枝先生 
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シアワセとは何か？という事は、私たちにとっても難しい問題だと思いますが、幼少期に⾃己肯定感を育むこ
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